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4 月 1日発行 

第３号 

ともに尊び合える社会を目指して 

福岡町地域活動推進員連絡会 

代 表  梁 瀬  温 子 
 

 昭和50年に「国際婦人年」が制定され、

女性の地位向上に向けての国際的な取り組

みが進む中、富山県では昭和 55 年より、

福岡町では、昭和 61 年より「婦人地域活

動推進員」を依頼してその取り組みがなさ

れてきました。 

現在、福岡地区では、県と町の推進員が

一緒になって「福岡町地域活動推進員連絡

会」の活動を続けています。活動の根底を

流れるものは“男性も女性も共に人間とし

ての尊厳が守られる”ところにあり、女性

の地位向上と女性の社会参加の推進を目指

して活動しています。 

今までの活動は、 

・“子や孫にきれいな地球を残したい”を
スローガンに環境問題への取り組み 

・「文部省女性の社会参加支援特別推進事
業」の委嘱を受け、“健やかに子どもを生
み育てる環境づくり”事業の展開 

・男女共同参画社会を目指しての取り組み

 と大きく分けることができます。  

平成 17年度に、男女共同参画「井戸端

会議」－家庭編―を福岡町5地区で実施し

たところ活発に話し合いがなされました。

第１子誕生の際に 70％の女性が職場を

退くという現実。これでは企業は女性社員

の教育に力が入らない。仕事を続けても、

子どもや年寄りの病気の時などはどうして

も女性にしわ寄せが来る。家庭の問題をど

うしていくかは、女性が社会で活躍する時

の重要なキーポイントになる。話し合い、

理解し合って行動へとつながっていくこと

を願って行いました。 

 この中で、ある自治会長さんから「女の

人たちも自治会に出てこんにゃあかんち

ゃ」と言われ、ハッとしました。自治会は

政治の根っこを支える最小単位の政治の

場。この場にいないでアウトサイドから、

女性の意見が通らない。女性議員が少ない

などもの申してはいなかったか。大きな示

唆をいただきました。 

 ともに、ひとりの人間として尊ばれ、認

めあい、助け合って、喜びも責任も共に担

っていける男女共同参画社会を願って活動

を続けていきたいと思います。 



公開プレゼンテーション・記念講演 
  
文部科学省の委託を受けて、昨年10月から開催されていた「ステップアップ
高岡」の閉講式がウイング・ウイング高岡生涯学習ホールにて開催されました。 
受講生によるプレゼンテーションでは、３グループが問題と思っていることや解
決策について、パワーポイントを使ってわかり易く提案しました。また、ＮＰＯ
研修・情報センター代表理事の世古一穂さんによる記念講演も行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

男女６グループに分かれ、さまざまな雑誌をばらして女性イメージ、
男性イメージを取り出してコラージュ作品を制作し、作品についての
気づいた点をグループごとに発表しました。「男性・女性誌を問わず若
くてスタイルがよく、露出度の高い女性写真が多く掲載されている」
「メヂカラとよばれるようなアイメークをした女性が多くみられる」
「性を商品化している」・・etc。受講者たちはいつもとは違った視点
で雑誌を見ながらメディアの及ぼす影響力について話し合いました。 

・・・・・・あなたの人生想定内？自分らしく生きるヒント・・・・・・ 
2/11・18・25(土)14:00～16:00 ウイング・ウイング高岡６F会議室にて行われました。 

『男性学』仕事と家庭のベストバランス～always 末広町一丁目の夕日 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 まず、受講生たちは、小学生になりきって理想の父親像についての作文
を書きます。「背が高くて、かっこいいお父さん」「料理を作ってくれるお
父さん」「休みの日には一緒に遊んでくれるお父さん」・・etc。この講座で
はその期待に答えるべく家族の前でも会社でも弱音を吐かずひとりがんば
っている“男の実像”に触れ、これからの男の生き方について考えました。 

講師：金沢大学教育学部 

助教授 久保 拓也さん 

   講 師 

早稲田大学非常勤講師 

斉藤 正美さん   

 

講師：井波高校家庭科 

教諭 奥田 順子さん 

イマドキ若者事情～ハッピーエンドから始める２人のライフデザイン 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 現役の家庭科教諭２人を講師に迎え、家庭科の歴史や現在高校で行
われている家庭科の授業内容、両教諭からみたイマドキの高校生の姿
を話していただきました。また、「男らしさ、女らしさ」について、実
際の授業で取り入れたジェンダーチェックの結果をわかりやすく解説
され、これからは、家庭か仕事の一方を選ぶのではなく、両立できる
ような考え方が男女に求められている・・・と話されました。 

 
閉講記念講演

「真の協働で社会を変える」

3月11日（土）

午後1時～5時 

 
講師：世古 一穂さん 

 

 

 

～育児互助会～ 
利用者の立場に立った

支援とは？ 

―公民館有効活用― 
気軽に利用できる公民館って？ 

～地域コミュニケーション～ 
地域のコミュニケーションを深める

には？ 

３グループが提案しました！ 

 

ココが変だよ、週刊誌～メディアに作られてない？私の/あなたのイメージ 

 

 

コラージュ作品一例 

 

講師：富山西高校家庭科

教諭 菅原 仁志さん

  

 



 
男女平等・共同参画について関心と理解を深めようとする講座を募集します。 

 ・講座の概要 男女平等・共同参画について関心と理解を深めるための講座を週1回（約２時間）、

連続 3～４回程度実施していただきます。なお、特定の宗教、政治活動に関わるも

の、営利を目的とするものは除きます。 

 ・応 募 資 格 市内に住むか勤務する人、または団体グループ 

 ・講座実施期間 平成 18年 7月から 

・申込み期限 平成 18年 5月 19日（金）まで 

 ・申込み方法 申込書はセンターにあります。 

         また、ホームページからもダウンロードできます。 

                 ☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆ 
男女平等・共同参画について、団体やグループが自主的に実施する講演会・講座・セミナー・

調査・研究などに必要な講師料等の助成をします。                 

 ・支 援 内 容 講師料等の助成（上限2万円）             

 ・対 象 市内の各種団体・グループ 

 ・申 込 方 法 申込書がセンターにあります。 

        また、ホームページからもダウンロードできます。 

・申 込 期 限 平成 18年 5月 31日（水）まで 

 

       

 

 

                   ☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆☆★☆ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

日時 ５月 11日（木）14:00～ 

場所 
ウイング・ウイング６Ｆ 

男女平等推進センター交流スペースＡ 

講師 
野村 乙美  

男女平等推進センター所長 

定員 20名 

託児 
１歳以上就学前のお子さん 

※5/2まで申し込みください 

 

H１８年度・市民企画講座募集 

H18年度・学習支援募集 

 

お申込み・お問合せ先 高岡市男女平等推進センター（ウイング・ウイング高岡６F） 

           ℡ （０７６６）２０－１８１０ 

           ホームページ http://www2.city-takaoka.jp/gec 

～あなたの学びたい・伝えたいことを講座にしませんか！～ 

－テーマ例－ 

・コミュニケーション能力開発 

・夫婦・男女関係の心理学 

・男性向け料理教室 etc 

－テーマ例－ 

・高齢期の社会参画について

・こどもを暴力から守る 

・暮らしの中の人権問題 etc 

  ぽこ・あ・ぽこは、原則・毎月第１木曜日  

午後２時から５時まで「お話できる場所」 とし

てウイング・ウイング６Ｆ交流スペースＡで開催

しています。どうぞ、お気軽にお越し下さい。 

（※５月は5/11（木）特別★ぽこ・あ・ぽこです）

お問合せ先 ： ２０－１８１１ 

男女平等推進センター相談室まで 

相談室の新企画！ 

特別☆ぽこ・あ・ぽこ☆ 

－似合う色で元気になろう－ 

 

◆参加無料！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

〈交通アクセス〉 
■ JR 高岡駅より徒歩 3分 
■ 駅前バス停より徒歩 3分 
■ 万葉線高岡駅より徒歩 2分 

 

 

案内地図 

４期目で在職15年、あと1年の任期を残

して退職した前高槻市長は“だれ”の介護

ために退職を決意したのでしょうか？ 

 A 子    B 母    C 妻 

「市長の代わりはおっても、夫のかわりは

おまへん」その言葉を残し、1999 年に任

期半ばで職を辞した前高槻市長の江村利雄

さん。女性の手による介護が多い中で、“男

が仕事を辞めて介護する”という前例のな

いことに全国から大きな反響をよびまし

た。 

 お互いを思いやる心を大切にして、自ら

の意志で介護することを決意し、今も自分

流の介護をし続けている江村利雄さんに心

からエールを送りたいものです。 

 

 NPO法制定に尽力した著者が、地域・行

政・企業が協働し、地域づくりやまちづく

りを自らの課題として進めていく上で有効

となる「参加のデザイン」の考え方を、市

民参加の歴史や NPO の歩み etc から本書

にて紹介しています。さまざまな事例や

NPOセンター情報も収録されおり、こらか

らのまちづくりに参考にしたい1冊です。

             
[ 答え C ] 

 

 
  『市民参加のデザイン』(株)ぎょうせい 

   世古 一穂 著  ２５００円 

 

 


